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「電気式蒸気ボイラ市場の現状と将来展望2025 ～上げDRの手段としての需要が期待～」

■ 調査概要

Ⅲ. 調査項目

Ⅰ. 調査テーマ

Ⅱ. 調査目的

調査対象 調査対象メーカー

電気式蒸気ボイラ 三浦工業、日本電熱、高尾鉄工所、直本工業、大阪電機工業

蒸気ボイラ 三浦工業、サムソン、日本サーモエナー、ヒラカワ、IHI汎用ボイラ、前田鉄工所、川重冷熱工業、等

◼ 2023年度の改正省エネルギー法の施行を受け、産業需要家においては非化石エネルギーの導入、電気の需要最適化、DRの取組実績の報
告義務化が実施されている。

◼ 系統側の電力需給の変化を受け、現在は系統用蓄電池の導入による需給調整が行われているが、上げDRとしてDSRを活用していく動きもみ
られ、上げDRのリソースの一つとして、「電気式蒸気ボイラ」に焦点が当てられ始めている。

◼ ボイラは生産プロセスにおいて中核となる温熱源であるが、Scope1・2に係る一次エネルギー消費量を削減したいというユーザーニーズは大きく、
部分電化を行うことで、蒸気/温水ボイラの負荷を下げることができる可能性も秘めている。

◼ 本調査では、電気式蒸気ボイラの導入ポテンシャル容量や数量、業種別にみた電気式蒸気ボイラの親和性について調査を実施し、DSRとして
の電気式蒸気ボイラの普及可能性について調査分析を実施する。

Ⅳ. 調査方法

Ⅴ. 調査期間

Ⅵ. 企画・調査・編集

・各社統計情報の活用
・弊社専門調査員による主要参入企業に対する訪問調査
・弊社保有データの活用

2024年12月～2025年2月

株式会社富士経済 ソーシャル・ソリューション事業部
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■アウトプットイメージ

Ⅰ.総括編

脱炭素・省エネ法規制動向などを考慮しつつ

電気式蒸気ボイラの普及に向けた将来展望/導入課題を示唆

電気式蒸気ボイラの種類別、業態別に

期待される導入先や導入案件の傾向、上げDRとしての活用可能性を把握

電気式蒸気ボイラの主な普及支援政策動向を整理



■アウトプットイメージ

Ⅱ.電気式蒸気ボイラ市場編

2021年度～2030年度の金額・容量・数量ベースの市場規模を予測

業態別需要分野市場、需要分野別市場（業務用・産業用）を定量化

電気式蒸気ボイラのメーカーシェアを把握

電気式蒸気ボイラの導入事例や採用背景、課題を整理



■アウトプットイメージ

Ⅲ.蒸気ボイラ市場編

蒸気ボイラ市場（電気式+燃焼式）について、

2021年度～2030年度の金額・容量・数量ベースの市場規模推移を予測

2023年度、2030年度の熱源別蒸気ボイラ市場動向を把握

業態別需要分野市場、需要分野別市場（業務用・産業用）を定量化

2021年度～2030年度の容量・数量ベースのストック市場を推定
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